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明日を築くプロジェクトの風景

国道325号

道路法に基づき国が直轄事業として
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♯005
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

１
．
は
じ
め
に

　

昨
年
4
月
14
日
夜
の
前
震
、
4
月
16
日

未
明
の
本
震
と
２
度
に
わ
た
り
最
大
震
度

７
を
観
測
し
た
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」

で
は
、
熊
本
県
だ
け
で
な
く
大
分
県
、
福

岡
県
に
わ
た
る
広
い
範
囲
で
、
こ
れ
ま
で

▲ 落橋した阿蘇大橋

▲ 熊本地震　下図は前震（4月14日）・本震（４月16日）の震度分布図

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　

活
断
層
が
位
置
す
る
阿
蘇
大
橋
周
辺
の

地
区
の
被
害
は
特
に
甚
大
で
、
大
規
模
な

斜
面
崩
壊
が
発
生
し
て
熊
本
市
と
阿
蘇
市

を
結
ぶ
国
道
57
号
、
南
阿
蘇
を
結
ぶ
国
道

3
2
5
号
が
通
行
止
め
。
こ
れ
ら
に
並
行

す
る
県
道
28
号
熊
本
高
森
線
、
村
道
栃
の

木
〜
立
野
線
も
、
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
が
大

き
な
被
害
を
受
け
て
通
行
止
め
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
は
、
熊
本
都
市
圏
と
大

分
都
市
圏
・
宮
崎
県
北
地
域
を
結
ぶ
大
動

脈
で
あ
る
と
と
も
に
、阿
蘇
地
域
の
生
活
・

経
済
を
担
い
、
主
要
産
業
で
あ
る
観
光
を

支
え
る
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に

復
旧
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

県
道
28
号
熊
本
高
森
線
は
、
ト
ン
ネ
ル
の

復
旧
を
終
え
、
旧
道
を
迂
回
路
に
し
て
、

昨
年
12
月
24
日
に
開
通
し
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
の
夏
に
は
、
村
道
栃
の
木
〜
立
野
線

も
開
通
す
る
見
込
み
で
す
。

２
．
国
道
3
2
5
号
阿
蘇
大
橋

　

国
道
57
号
と
国
道
3
2
5
号
が
交
差
す

る
阿
蘇
大
橋
交
差
点
の
西
側
に
、
阿
蘇
火

砕
流
堆
積
物
と
阿
蘇
火
山
噴
出
物
か
ら
な

る
阿
蘇
外
輪
山
の
急
峻
な
斜
面
が
あ
り
ま

す
。
4
月
16
日
未
明
の
本
震
の
と
き
、
こ

こ
で
国
道
57
号
、
国
道
3
2
5
号
阿
蘇
大

橋
、
J
R
豊
肥
線
を
巻
き
込
み
、
下
を
流

れ
る
黒
川
に
達
す
る
大
規
模
な
崩
落
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

国
道
3
2
5
号
は
熊
本
県
が
管
理
す
る

補
助
国
道
で
す
が
、
落
橋
し
た
阿
蘇
大
橋

を
架
け
替
え
る
場
合
、
近
く
に
活
断
層
が

あ
り
、
ま
た
、
黒
川
の
深
い
渓
谷
に
架
設

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
高
度
な
技

術
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
熊
本
県
か

ら
の
要
望
も
踏
ま
え
、
道
路
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
国
が
直
轄
事
業
と
し
て
災
害
復

旧
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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３
．
復
旧
計
画

　

国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
の
早
期
本
復

旧
に
向
け
、
６
名
の
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
「
国
道
３
２
５
号
ル
ー
ト
・
構
造
に
関

す
る
技
術
検
討
会
」（
委
員
長
：
日
野
伸

一
九
州
大
学
副
学
長
）
を
設
け
、
阿
蘇
大

橋
の
架
設
位
置
・
橋
梁
形
式
、
接
続
す
る

道
路
の
位
置
・
構
造
な
ど
つ
い
て
、
専
門

的
立
場
か
ら
の
技
術
的
助
言
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
１
回
検
討
会　
平
成
28
年
５
月
12
日　

ル
ー
ト
選
定
に
あ
た
っ
て
、

①
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
安
全
性
の

　
　
高
い
ル
ー
ト

②
可
能
な
限
り
早
期
に
復
旧
可
能

③
阿
蘇
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
確
保

④
地
域
間
交
流
の
保
持
（
南
阿
蘇
村
の

　
　
地
域
分
断
の
解
消
）

の
基
本
的
考
え
方
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
震
央
・
断
層
位
置
の
確
認
や
地

質
構
造
等
の
調
査
、
橋
台
位
置
検
討
の
た

め
の
基
盤
岩
の
分
布
状
況
の
調
査
な
ど
地

盤
の
安
全
性
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

▲ 阿蘇長陽大橋の段差（橋台側から本体を望む）

▲ 橋台が損傷した阿蘇長陽大橋

▲ 国道325号阿蘇大橋架け替え位置

第
２
回
検
討
会　
平
成
28
年
７
月
５
日

　

阿
蘇
大
橋
の
架
け
替
え
位
置
に
つ
い
て
、

国
道
57
号
沿
線
の
斜
面
崩
壊
の
リ
ス
ク
を

最
大
限
回
避
し
、
断
層
帯
に
よ
る
致
命
的

な
損
傷
を
受
け
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
ま

た
、
熊
本
方
面
と
南
阿
蘇
方
面
と
の
ア
ク

セ
ス
性
の
確
保
や
阿
蘇
観
光
の
玄
関
口
と

し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
な
ど
の
観
点
か

ら
、総
合
的
に
勘
案
し
、現
位
置
の
約
６
０

０
ｍ
下
流
側
で
決
定
し
た
。

　

新
し
い
阿
蘇
大
橋
の
橋
長
は
３
４
５
ｍ
、

取
り
付
け
部
を
含
め
た
全
延
長
は
約
１
㎞

に
な
る
見
込
み
。

第
３
回
検
討
会　
平
成
28
年
７
月
29
日

　

阿
蘇
大
橋
の
橋
梁
形
式
は
、様
々
な
形

式
か
ら
最
終
的
に
、①
近
く
に
推
定
活
断

層
が
あ
り
、将
来
の
地
震
で
地
盤
変
状
が

生
じ
て
も
落
橋
・
倒
壊
し
に
く
い
こ
と
、②

工
期
が
短
い
こ
と
、③
阿
蘇
の
眺
望
を
阻

害
せ
ず
周
辺
環
境
に
な
じ
む
こ
と
、の
理

由
か
ら「
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱

桁
橋
」を
選
定
し
た
。な
お
、近
く
に
同
形

式
の
阿
蘇
長
陽
大
橋（
村
道
栃
の
木
〜
立

野
線
）が
あ
り
、地
震
で
橋
台
が
滑
落
し
た

も
の
の
、本
体
の
損
傷
が
少
な
か
っ
た
こ

と
も
評
価
さ
れ
た
。

４
．
復
旧
状
況

　

橋
梁
形
式
が
決
定
し
た
後
、
速
や
か
に

設
計
に
取
り
掛
か
り
、
施
工
方
法
を
検
討

し
、
地
元
説
明
会
を
実
施
し
て
用
地
買
収

に
向
け
た
調
整
を
進
め
ま
し
た
。

　

橋
梁
工
事
の
準
備
工
事
と
し
て
、
脆
弱

な
斜
面
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
抑
止
工
事

を
先
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

阿
蘇
大
橋
の
本
体
に
つ
い
て
も
、
３
月
16

日
に
契
約
手
続
き
を
終
え
、
平
成
32
年
度

で
の
全
線
開
通
を
目
標
に
復
旧
工
事
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
阿
蘇
大
橋
上
下
部
工
事
の
工
事
概
要
】

橋
梁
形
式
：
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン

　
　
　
　
　

箱
桁
橋

橋　
　

長
：
３
４
５
・
０
ｍ

　
　
　
　
　
（
最
大
支
間
長
：
１
６
５
ｍ
）

下
部
構
造
：
逆
Ｔ
式
橋
台
、Ｒ
Ｃ
中
空
橋

　
　
　
　
　

脚
、
張
り
出
し
式
橋
脚

５
．
お
わ
り
に

　

熊
本
地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
地
震
直
後
に
は
、
道
路
が
ズ
タ
ズ
タ

に
寸
断
さ
れ
、
生
活
・
産
業
・
農
産
物
な

ど
各
地
で
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
復
旧
活
動
で
、
少
し
ず
つ

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。た
だ
、

阿
蘇
大
橋
の
近
隣
の
地
区
は
、
大
き
く
迂

回
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
観
光
客
も
激
減
し

て
、
生
活
再
建
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
に
向
け
、
阿
蘇
大
橋
の
早
期
完
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

阿蘇長陽大橋
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３
．
復
旧
計
画

　

国
道
３
２
５
号
阿
蘇
大
橋
の
早
期
本
復

旧
に
向
け
、
６
名
の
学
識
経
験
者
か
ら
な

る
「
国
道
３
２
５
号
ル
ー
ト
・
構
造
に
関

す
る
技
術
検
討
会
」（
委
員
長
：
日
野
伸

一
九
州
大
学
副
学
長
）
を
設
け
、
阿
蘇
大

橋
の
架
設
位
置
・
橋
梁
形
式
、
接
続
す
る

道
路
の
位
置
・
構
造
な
ど
つ
い
て
、
専
門

的
立
場
か
ら
の
技
術
的
助
言
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
１
回
検
討
会　
平
成
28
年
５
月
12
日　

ル
ー
ト
選
定
に
あ
た
っ
て
、

①
今
回
の
震
災
を
踏
ま
え
て
安
全
性
の

　
　
高
い
ル
ー
ト

②
可
能
な
限
り
早
期
に
復
旧
可
能

③
阿
蘇
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
確
保

④
地
域
間
交
流
の
保
持
（
南
阿
蘇
村
の

　
　
地
域
分
断
の
解
消
）

の
基
本
的
考
え
方
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
震
央
・
断
層
位
置
の
確
認
や
地

質
構
造
等
の
調
査
、
橋
台
位
置
検
討
の
た

め
の
基
盤
岩
の
分
布
状
況
の
調
査
な
ど
地

盤
の
安
全
性
に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

▲ 完成予想イメージ

第
２
回
検
討
会　
平
成
28
年
７
月
５
日

　

阿
蘇
大
橋
の
架
け
替
え
位
置
に
つ
い
て
、

国
道
57
号
沿
線
の
斜
面
崩
壊
の
リ
ス
ク
を

最
大
限
回
避
し
、
断
層
帯
に
よ
る
致
命
的

な
損
傷
を
受
け
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
ま

た
、
熊
本
方
面
と
南
阿
蘇
方
面
と
の
ア
ク

セ
ス
性
の
確
保
や
阿
蘇
観
光
の
玄
関
口
と

し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
な
ど
の
観
点
か

ら
、総
合
的
に
勘
案
し
、現
位
置
の
約
６
０

０
ｍ
下
流
側
で
決
定
し
た
。

　

新
し
い
阿
蘇
大
橋
の
橋
長
は
３
４
５
ｍ
、

取
り
付
け
部
を
含
め
た
全
延
長
は
約
１
㎞

に
な
る
見
込
み
。

第
３
回
検
討
会　
平
成
28
年
７
月
29
日

　

阿
蘇
大
橋
の
橋
梁
形
式
は
、様
々
な
形

式
か
ら
最
終
的
に
、①
近
く
に
推
定
活
断

層
が
あ
り
、将
来
の
地
震
で
地
盤
変
状
が

生
じ
て
も
落
橋
・
倒
壊
し
に
く
い
こ
と
、②

工
期
が
短
い
こ
と
、③
阿
蘇
の
眺
望
を
阻

害
せ
ず
周
辺
環
境
に
な
じ
む
こ
と
、の
理

由
か
ら「
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱

桁
橋
」を
選
定
し
た
。な
お
、近
く
に
同
形

式
の
阿
蘇
長
陽
大
橋（
村
道
栃
の
木
〜
立

野
線
）が
あ
り
、地
震
で
橋
台
が
滑
落
し
た

も
の
の
、本
体
の
損
傷
が
少
な
か
っ
た
こ

と
も
評
価
さ
れ
た
。

４
．
復
旧
状
況

　

橋
梁
形
式
が
決
定
し
た
後
、
速
や
か
に

設
計
に
取
り
掛
か
り
、
施
工
方
法
を
検
討

し
、
地
元
説
明
会
を
実
施
し
て
用
地
買
収

に
向
け
た
調
整
を
進
め
ま
し
た
。

　

橋
梁
工
事
の
準
備
工
事
と
し
て
、
脆
弱

な
斜
面
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
抑
止
工
事

を
先
行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

阿
蘇
大
橋
の
本
体
に
つ
い
て
も
、
３
月
16

日
に
契
約
手
続
き
を
終
え
、
平
成
32
年
度

で
の
全
線
開
通
を
目
標
に
復
旧
工
事
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
阿
蘇
大
橋
上
下
部
工
事
の
工
事
概
要
】

橋
梁
形
式
：
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン

　
　
　
　
　

箱
桁
橋

橋　
　

長
：
３
４
５
・
０
ｍ

　
　
　
　
　
（
最
大
支
間
長
：
１
６
５
ｍ
）

下
部
構
造
：
逆
Ｔ
式
橋
台
、Ｒ
Ｃ
中
空
橋

　
　
　
　
　

脚
、
張
り
出
し
式
橋
脚

５
．
お
わ
り
に

　

熊
本
地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
地
震
直
後
に
は
、
道
路
が
ズ
タ
ズ
タ

に
寸
断
さ
れ
、
生
活
・
産
業
・
農
産
物
な

ど
各
地
で
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
復
旧
活
動
で
、
少
し
ず
つ

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。た
だ
、

阿
蘇
大
橋
の
近
隣
の
地
区
は
、
大
き
く
迂

回
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
観
光
客
も
激
減
し

て
、
生
活
再
建
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
に
向
け
、
阿
蘇
大
橋
の
早
期
完
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

新しい阿蘇大橋
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